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「 とんど 」 

～心をつなぐ 

地域の伝統行事～ 
 

原 風 録 Ⅱ   
「 三つの坂 」           所長 平山和弘 

最近、ニュースを見ていると、「どうしてそんなことが起きるの？」「ひ

どすぎる」「まさか」と思うような出来事がよくあるような気がしてなり

ません。昨年末にはスキー場で、家族で楽しく過ごすはずだったのに、5

歳の子がエスカレーターに挟まれて死亡。1 月 6 日には、三学期の始業

式前日に、中学生が、コンビニの駐車場で車に轢かれて死亡。スキー場や

コンビニの駐車場で子供の命が奪われるようなことが起きるなんて、誰が

予想しますか。あり得ないと言いたいし、あまりにも残酷です。さらに、

1 月上旬の西日本での積雪により山陽自動車道の通行止で約２３㎞に及

ぶ渋滞。周辺の国道も渋滞。インタビュー記事の中で「こんなことは、東

北や北陸地方のことだと思っていたけど、こんな身近な所で起きるなん

て・・・」という内容もありました。「まさか！！」と思うようなことが、

頻繁に起きているような気がして、「まさか」という「人生の三つの坂」

について思いを巡らせてみました。 

ご存知のように、人生には、「三つの坂」があるとよく言われます。一

つめは「上り坂」、二つめは「下り坂」、そして、三つめは「まさかの坂」

です。 

「上り坂」とは、人生絶好調の時、毎日幸せで笑顔が止まらない時と考え

て良いかもしれません。「下り坂」とは、悪いことが続く時、何もかもが

うまくいかず課題山積みの時と考えるか、自分自身と向き合い、これまで

の道のりを振り返る絶好の機会と捉え、次の上り坂への準備とするか、こ

れも考え方次第です。 

「まさか」とは、ある日突然全く想像していなかったことが起きてしまう

棚からぼた餅のような幸運、予期せぬ困難、価値観（考え方）の変化など

が考えられるでしょうか。「まさか」は、いつやってくるか分かりません。

「幸運なまさか」なら遭遇してもかまいませんが、「予期せぬ困難」には

遭遇したくありません。しかし、「予期せぬ困難」に遭遇した時、どうす

るか。失意のどん底から立ち上がるには、その事実を受け入れ、新たな視

点を持つ、周りに頼る（友人、家族、専門家）、前向きに考える、等と言

われますが、自分ならどうするでしょうか。やはり、前を向いて生きてい

くしかないと思いますが、到底受け入れ難く、時間がかかりそうな気がし

ます。 

 ◇原地区のとんど◇ 

今年は、川末地区、中小路地区、長野地区の 3 地区でとんどが

予定されていましたが、残念ながら荒天のため川末地区だけが 1

月１１日に実施するにとどまりました。川末地区は、コロナ禍以

後、初めてのとんどでした。点火後、時折「パーン、パーン」と破

竹の威勢のいい音を鳴らしながらどんどん燃えていく中で、およ

そ４０人ぐらいの参加者のもと、地域のみなさんが炊き出しのぜ

んざいを食しながら、新年の初顔合わせと談笑の中で、久々の伝統

行事のとんどを無事終えることができたそうです。 
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ら
ᵻ
こ
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座
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ᵭ
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あ
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12
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26
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ᵧ
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て
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検 索 

～２月の行事予定～ 
3 日(火) いきいき百歳体操(講師 山下先生) 10:00～ 

4 日(水) 
はらきっず・ぷち 9:30～ 

はらきっず・ぷらす 14:45～ 

10 日(火) 
いきいき百歳体操 10:00～ 

健康麻雀 13:30～ 

15 日(日) 
人権川柳表彰式 10:00～ 

四季が丘ブラスミニコンサート 10:30～ 

17 日(火) いきいき百歳体操 10:00～ 

18 日(水) 

はらきっず・ぷち 9:30～ 

はらきっず・ぷらす 14:45～ 

原地区まちづくり部会 19:30～ 

20 日(金) 一光大学（映画） 13:30～ 

24 日(火) 
いきいき百歳体操 10:00～ 

健康麻雀 13:30～ 

25 日(水) 
はらきっず・ぷち 10:00～ 

はらきっず・ぷらす 14:50～ 

27 日(金) たんぽぽ号移動図書館 11:40～ 

◆休館日：11 日(水) 建国記念の日 

23 日(月) 天皇誕生日  

原地区の人口と世帯数（令和 8 年 1 月１日現在） 

人 口：1,374 人(＋1)  男 653 人(＋1) 女 721 人(±0) 

世帯数：729 世帯(＋1)            ※()は前月比 https://www.city.hatsukaichi.jp/site/harasc

一光大学年間予定表 

※令和８年 1 月現在の予定です。 

 

新しい本が寄贈されました！ 
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年
間
を
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し
て
ᵧ
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の
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和
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ᵻ
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【はらきっず・ぷち】 

【はらきっず・ぷらす】 

編集：原市民センター 〒738-0031 廿日市市原 439-2  

 TEL：39-0227 FAX：39-0314 

※センターだよりは、ホームページでもご覧になれます。 

 

４月 

５月 

６月 

７月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

　歌と防犯のギター漫談

　開校式・健康講座

　いきいき美容教室

　足と爪の健康講座

　修了式

バイオリンとフルートによる
オータムミニコンサート

 ※リニューアル工事に伴い中止

　社会見学

　上手な収納

　初笑い　落語

　映画鑑賞


